
規

則

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
審
査
会
規
則
、
福
島
県
老
人
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、

福
島
県
介
護
保
険
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
短
期
大

学
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
漁
業
調
整
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
及
び
福
島
県

海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。平

成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
規
則
第
三
十
号

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
審
査
会
規
則

(

趣
旨)

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律(

昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
条)

第
百
二
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る
福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
審
査
会(

以
下｢

審
査
会｣

と
い
う
。)

に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(

会
長)

第
二
条

会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
審
査
会
を
代
表
す
る
。

(

会
議)

第
三
条

審
査
会
の
会
議
は
、
会
長
が
招
集
す
る
。
た
だ
し
、
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
新
た
に
組
織

さ
れ
た
審
査
会
の
最
初
に
開
催
さ
れ
る
会
議
は
、
知
事
が
招
集
す
る
。

２

会
長
は
、
審
査
会
の
会
議
の
議
長
と
な
る
。

(

会
議
録
の
作
成)

第
四
条

審
査
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
会
議
録
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

一

開
催
の
日
時
及
び
場
所

二

出
席
者
の
氏
名

三

会
議
に
付
し
た
事
案
の
件
名

四

議
事
の
概
要

五

そ
の
他
必
要
な
事
項

２

会
議
録
は
、
会
長
及
び
会
長
が
指
名
す
る
出
席
委
員
二
名
が
署
名
し
て
確
定
す
る
。

(

庶
務)

第
五
条

審
査
会
の
庶
務
は
、
保
健
福
祉
部
保
健
福
祉
総
室
国
民
健
康
保
険
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。

(

委
任)

第
六
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が
審
査

会
に
諮
っ
て
定
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
後
最
初
に
開
催
さ
れ
る
審
査
会
の
会
議
は
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
知
事
が
招
集
す
る
。

(

保
健
福
祉
総
務
領
域
国
民
健
康
保
険
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
規
則
第
三
十
一
号

福
島
県
老
人
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
老
人
福
祉
法
施
行
細
則(

平
成
五
年
福
島
県
規
則
第
二
十
八
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
一
条
中｢

市
町
村
又
は
社
会
福
祉
法
人
若
し
く
は
日
本
赤
十
字
社｣

を｢

養
護
老
人
ホ
ー
ム
又

は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
者｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

生
活
福
祉
領
域
高
齢
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
規
則
第
三
十
二
号

福
島
県
介
護
保
険
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
介
護
保
険
法
施
行
細
則(

平
成
十
二
年
福
島
県
規
則
第
百
三
十
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
中｢
第
四
条
第
十
二
号｣

を｢

第
四
条
第
十
四
号｣

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中｢

第
百
三

十
一
条
第
一
項｣
の
下
に｢

及
び
第
百
四
十
条
の
十
九
第
一
項｣

を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。九

第
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
更
新
の
申
請
の
受
理
及
び
知
事
へ
の
送
付(

省
令
第
百
三
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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

規

則

○
福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
審
査
会
規
則

一

○
福
島
県
老
人
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

一

○
福
島
県
介
護
保
険
法
施
行
細
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

一

○
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
短
期

大
学
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

二

○
福
島
県
漁
業
調
整
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

四

○
福
島
県
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管

理
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

五



十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
更
新
の
申
請
に
係
る
も
の
に
限
る
。)

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

生
活
福
祉
領
域
高
齢
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
規
則
第
三
十
三
号

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
短
期
大
学
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
短
期
大
学
校
規
則(

昭
和
六
十
二
年
福
島
県
規
則
第
七
十
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

長
期
休
業

九
週
間

第
四
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中｢

夏
期
休
業
、
冬
期
休
業
及
び
学
年

末
休
業｣

を｢

長
期
休
業｣

に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
五

削
除

第
十
三
条
の
七
中｢

被
免
除
者｣

を｢

授
業
料
の
免
除
を
受
け
た
者(

次
条
に
お
い
て｢

被
免
除
者｣

と
い
う
。)

｣

に
改
め
る
。

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一(

第
五
条
関
係)

農
学
部
本
科

授

業

時

間

数

科

区

分

専
攻

科

目

単
位
数

区
分

講

義

実
験
・
演
習

実

習

共
通(

教
養

生
物

二

三
○

科
目)

化
学

二

三
○

数
学

二

三
○

小
論
文

一

一
五

体
育

二

六
○

特
別
講
義

一

一
五

選
択(

Ａ)

三

四
五

経
済

(

一)
(

一
五)

心
理

(

一)
(

一
五)

法
律

(

一)
(

一
五)

英
会
話

(

一)
(

一
五)

小
計

一
三

一
六
五

六
〇

共
通(

専
門

農
業
経
営

三

三
〇

三
〇

科
目)

国
際
農
業
比

較
論

一

一
五

農
産
物
流
通

一

一
五

簿
記

四

三
〇

六
〇

農
業
情
報
処

理
Ⅰ

三

一
五

六
〇

農
業
情
勢

一

一
五

農
学
概
論

二

三
〇

基
礎
実
習

二

九
〇

生
物
工
学
Ⅰ

二

一
五

三
〇

土
壌
肥
料
概

論

三

三
〇

三
〇

農
薬
概
論

二

三
〇

環
境
保
全
と

農
業

二

三
〇

有
機
農
業

一

一
五

農
業
機
械
Ⅰ

四

三
〇

九
〇

農
畜
産
物
加

工

二

一
五

三
〇

マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
論

一

一
五

卒
業
論
文

四

一
二
〇

選
択(

Ｂ)

六

九
〇

簿
記
会
計

(

一)
(

三
〇)

農
村
調
査
法

(

一)
(

一
五)

農
業
情
報
処

理
Ⅱ

(

一)
(

一
五)

農
業
団
体
論

(

一)
(

一
五)

農
業
関
連
産

業
論

(

一)
(

一
五)

生
物
工
学
Ⅱ

(

一)
(

一
五)

農
業
気
象

(

一)
(

一
五)

農
業
機
械
Ⅱ

(

一)
(

四
五)

農
業
土
木
概

論
(

一)
(

一
五)

食
用
き
の
こ

平成20年３月28日 金曜日 福 島 県 報 号外第20号 2



論

(

一)
(

一
五)

小
計

四
四

四
二
〇

三
六
〇

一
八
〇

専
門

農
産

共
通

植
物
育
種

二

三
〇

学
科

植
物
生
理

二

三
〇

病
理
昆
虫

三

三
〇

三
〇

小
計

七

九
〇

三
〇

稲
作

稲
作
各
論

三
一

九
〇

一
、
一
二
五

小
計

三
一

九
〇

一
、
一
二
五

畑
作

畑
作
各
論

三
一

九
〇

一
、
一
二
五

小
計

三
一

九
〇

一
、
一
二
五

園
芸

共
通

植
物
育
種

二

三
〇

学
科

植
物
生
理

二

三
〇

病
理
昆
虫

三

三
〇

三
〇

小
計

七

九
〇

三
〇

野
菜

野
菜
各
論

三
一

九
〇

一
、
一
二
五

小
計

三
一

九
〇

一
、
一
二
五

果
樹

果
樹
各
論

三
一

九
〇

一
、
一
二
五

小
計

三
一

九
〇

一
、
一
二
五

花
き

花
き
各
論

三
一

九
〇

一
、
一
二
五

小
計

三
一

九
〇

一
、
一
二
五

畜
産

共
通

家
畜
飼
養

二

三
〇

学
科

家
畜
育
種

一

一
五

家
畜
解
剖

二

一
五

三
〇

家
畜
繁
殖

一

一
五

家
畜
衛
生

一

一
五

小
計

七

九
〇

三
〇

酪
農

酪
農
各
論

三
一

九
〇

一
、
一
二
五

小
計

三
一

九
〇

一
、
一
二
五

肉
畜

肉
畜
各
論

三
一

九
〇

一
、
一
二
五

小
計

三
一

九
〇

一
、
一
二
五

共
通
・
専
門
合
計

農
産
学
科

九
五

七
六
五

四
五
〇

一
、
三
〇
五

園
芸
学
科

九
五

七
六
五

四
五
〇

一
、
三
〇
五

畜
産
学
科

九
五

七
六
五

四
五
〇

一
、
三
〇
五

学
校
行
事

一
八
〇

合
計

二
、
七
〇
〇

備
考一

こ
の
表
の
各
科
目
に
対
す
る
一
単
位
当
た
り
の
授
業
時
間
数
は
、
講
義
に
つ
い
て
は
一
五
時

間
、
実
験
・
演
習
に
つ
い
て
は
三
〇
時
間
、
実
習
に
つ
い
て
は
四
五
時
間
と
す
る
。

二

こ
の
表
中
選
択(

Ａ)

は
四
単
位
の
う
ち
か
ら
三
単
位
、
選
択(

Ｂ)

は
一
〇
単
位
の
う
ち

か
ら
六
単
位
を
選
ぶ
も
の
と
す
る
。

三

単
位
数
及
び
授
業
時
間
数
の
欄
中(

)

内
の
数
字
は
、
選
択
科
目
に
係
る
単
位
数
及
び
授

業
時
間
数
と
す
る
。

四

選
択(

Ｂ)

、
共
通(

専
門
科
目)

の
小
計
、
共
通
・
専
門
合
計
及
び
合
計
の
授
業
時
間
数

は
、
選
択(

Ｂ)

に
お
い
て
講
義
を
行
う
科
目
を
選
択
し
た
場
合
の
授
業
時
間
数
と
す
る
。

別
表
第
二
共
通
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

共
通

農
業
経
営

二

三
〇

経
営
工
学

一

一
五

財
務
会
計

二

一
五

三
〇

税
法

一

一
五

情
報
処
理

二

一
五

三
〇

マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ

二

一
五

三
〇
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環
境
保
全
型

農
業
論

一

一
五

農
業
法
規

二

三
〇

農
政
時
事

一

一
五

国
際
農
業

三

一
五

九
〇

農
産
物
流
通

一

一
五

卒
業
論
文

一
七

一
五
〇

五
四
〇

小
計

三
五

一
九
五

二
四
〇

六
三
〇

別
表
第
二
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備
考

こ
の
表
の
各
科
目
に
対
す
る
一
単
位
当
た
り
の
授
業
時
間
数
は
、
講
義
に
つ
い
て
は
一
五
時

間
、
実
験
・
演
習
に
つ
い
て
は
三
〇
時
間
、
実
習
に
つ
い
て
は
四
五
時
間
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
に
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
短
期
大
学
校
に
在
学
し
て
い
る

者
で
、
引
き
続
き
同
日
以
後
に
在
学
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
係
る
授
業
科
目
及
び
単
位
数
に
つ
い

て
は
、
改
正
後
の
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
短
期
大
学
校
規
則
別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

(
経
営
支
援
領
域
普
及
教
育
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
規
則
第
三
十
四
号

福
島
県
漁
業
調
整
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
漁
業
調
整
規
則(

昭
和
四
十
年
福
島
県
規
則
第
五
十
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

第
七
条
第
二
号
イ
か
ら
オ
ま
で
に
掲
げ
る
漁
業
の
方
法
に
よ
る
漁
業

第
三
条
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
削
る
。

第
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

漁
業
の
許
可)

第
七
条

次
に
掲
げ
る
漁
業
を
営
も
う
と
す
る
者
は
、
漁
業
法
第
六
十
五
条
第
一
項
及
び
水
産
資
源
保

護
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
一
号
に
掲
げ
る
漁
業
及
び
第
二
号
ク
か
ら
コ
ま
で
に
掲

げ
る
漁
業
の
方
法
に
よ
り
営
む
漁
業
に
あ
つ
て
は
当
該
漁
業
ご
と
に
、
第
二
号
ア
か
ら
キ
ま
で
に
掲

げ
る
漁
業
の
方
法
に
よ
り
営
む
漁
業
に
あ
つ
て
は
当
該
漁
業
ご
と
及
び
船
舶
ご
と
に
、
知
事
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
一
号
に
掲
げ
る
漁
業
並
び
に
第
二
号
カ
及
び
ケ
に
掲
げ

る
漁
業
の
方
法
に
よ
り
営
む
漁
業
で
あ
つ
て
、
漁
業
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
漁
業
権
又
は

入
漁
権
の
内
容
た
る
漁
業
を
営
む
権
利
を
有
す
る
者
が
当
該
権
利
に
係
る
漁
業
を
営
む
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

一

次
に
掲
げ
る
水
産
動
植
物
の
採
捕
を
目
的
と
し
て
営
む
漁
業

ア

あ
わ
び(

当
該
水
産
動
植
物
の
採
捕
を
目
的
と
す
る
漁
業
を｢

あ
わ
び
漁
業｣

と
い
う
。)

イ

う
に(

当
該
水
産
動
植
物
の
採
捕
を
目
的
と
す
る
漁
業
を｢

う
に
漁
業｣

と
い
う
。)

二

次
に
掲
げ
る
漁
業
の
方
法
に
よ
り
営
む
漁
業

ア

小
型
ま
き
網(

総
ト
ン
数
五
ト
ン
未
満
の
船
舶
に
よ
り
ま
き
網
を
使
用
し
て
行
う
も
の
に
限

る
。
当
該
漁
業
の
方
法
に
よ
る
漁
業
を｢

小
型
ま
き
網
漁
業｣

と
い
う
。
以
下
同
じ
。)

イ

機
船
船
び
き
網(

当
該
漁
業
の
方
法
に
よ
る
漁
業
を｢

機
船
船
び
き
網
漁
業｣

と
い
う
。)

ウ

さ
し
網(

松
川
浦
及
び
横
浦
に
お
け
る
も
の
並
び
に
カ
に
掲
げ
る
漁
業
の
方
法
を
除
く
。
当

該
漁
業
の
方
法
に
よ
る
漁
業
を｢

さ
し
網
漁
業｣

と
い
う
。
以
下
同
じ
。)

エ

か
ご(

当
該
漁
業
の
方
法
に
よ
る
漁
業
を｢

か
ご
漁
業｣

と
い
う
。)

オ

ど
う(

当
該
漁
業
の
方
法
に
よ
る
漁
業
を｢

ど
う
漁
業｣

と
い
う
。)

カ

固
定
式
さ
し
網(

前
号
ア
及
び
イ
に
掲
げ
る
水
産
動
植
物
の
採
捕
を
目
的
と
す
る
も
の
を
除

く
。
当
該
漁
業
の
方
法
に
よ
る
漁
業
を｢

固
定
式
さ
し
網
漁
業｣

と
い
う
。)

キ

つ
ぼ(

当
該
漁
業
の
方
法
に
よ
る
漁
業
を｢

つ
ぼ
漁
業｣

と
い
う
。)

ク

潜
水
器(

簡
易
潜
水
器
を
使
用
す
る
も
の
を
含
み
、
前
号
ア
及
び
イ
に
掲
げ
る
水
産
動
植
物

の
採
捕
を
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く
。
当
該
漁
業
の
方
法
に
よ
る
漁
業
を｢

潜
水
器
漁
業｣

と

い
う
。)

ケ

小
型
定
置(

当
該
漁
業
の
方
法
に
よ
る
漁
業
を｢

小
型
定
置
漁
業｣

と
い
う
。)

コ

地
び
き
網(

当
該
漁
業
の
方
法
に
よ
る
漁
業
を｢

地
び
き
網
漁
業｣

と
い
う
。)

第
八
条
第
一
項
中｢

第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定｣

を｢

第
六
十
六
条
第
一
項｣

に
、｢

、
漁
業
法｣

を｢

、
同
法｣

に
、｢

前
条
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る｣

を｢

前
条
第
二
号
ア
か
ら
キ
ま
で

に
掲
げ
る
漁
業
の
方
法
に
よ
り
営
む｣

に
、｢

そ
の
他
の｣

を｢

同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
漁
業
及
び
同

条
第
二
号
ク
か
ら
コ
ま
で
に
掲
げ
る
漁
業
の
方
法
に
よ
り
営
む｣

に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
中｢

次
の
各
号
に
掲
げ
る｣

を｢

次
に
掲
げ
る
漁
業
の
方
法
に
よ
り
営
む｣

に
改
め
、

｢

漁
業
は｣

の
下
に｢

、
漁
業
法
第
六
十
五
条
第
一
項
及
び
水
産
資
源
保
護
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き｣

を
加
え
、
同
条
第
一
号
中｢

空
釣つ

り

こ
ぎ
漁
業｣

を｢

空
釣つ

り

こ
ぎ｣

に
改
め
、
同
条
第
二
号

中｢

こ
ろ
ば
し
漁
業｣

を｢

こ
ろ
ば
し｣

に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
か
ら
第
四
十
四
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
か
ら
第
四
十
四
条
ま
で

削
除

第
四
十
五
条
の
二
中｢

刺
し
網
漁
業｣

を｢

さ
し
網
漁
業｣

に
、｢

固
定
式
刺
し
網
漁
業｣

を｢

固

定
式
さ
し
網
漁
業(

第
七
条
第
一
号
ア
又
は
イ
に
掲
げ
る
水
産
動
植
物
の
採
捕
を
目
的
と
す
る
も
の
を

含
む
。
第
五
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。)

｣

に
改
め
、
同
条
第
一
号
中｢

相
馬
郡
鹿
島
町｣

及
び｢

原

町
市｣

を｢

南
相
馬
市｣

に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
第
一
項
及
び
第
五
十
条
第
一
項
中｢

に
係
る
船
舶｣

を｢

を
受
け
た
者｣

に
、｢

当
該

船
舶｣
を｢

当
該
漁
業
の
許
可
を
受
け
た
者
の
使
用
に
係
る
船
舶｣

に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
第
一
項
中｢

船
舶
が
当
該
漁
業｣

を｢

漁
業
者
が
漁
業｣

に
、｢

に
使
用
さ
れ
た｣

を

｢

を
営
ん
だ｣
に
、｢

当
該
船
舶
に
よ
り
漁
業
を
営
む
者
又
は
当
該
船
舶｣

を｢

当
該
漁
業
者
又
は
当

該
漁
業
者
の
使
用
に
係
る
船
舶｣

に
改
め
る
。

第
五
十
三
条
第
二
項
中｢

に
は
、｣

を｢

は
、
同
項
の
検
査
若
し
く
は
質
問
を
す
る
旨
を
告
げ
、
又

は
表
示
し
、
か
つ
、
国
際
海
事
機
関
が
採
択
し
た
国
際
信
号
書
に
規
定
す
る｣

に
改
め
、
同
項
各
号
を
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次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

別
紙
様
式
第
十
五
号
に
よ
る
信
号
旗
Ｌ
を
掲
げ
る
。

二

サ
イ
レ
ン
、
汽
笛
そ
の
他
の
音
響
信
号
に
よ
り
Ｌ
の
信
号(

短
音
一
回
、
長
音
一
回
、
短
音
二

回)

を
約
七
秒
の
間
隔
を
置
い
て
連
続
し
て
行
う
。

三

投
光
器
に
よ
り
Ｌ
の
信
号(

短
光
一
回
、
長
光
一
回
、
短
光
二
回)

を
約
七
秒
の
間
隔
を
置
い

て
連
続
し
て
行
う
。

第
五
十
三
条
第
三
項
中｢

長
声｣

を｢

長
音｣

に
、｢

約
四
秒
時
か
ら
六
秒
時
ま
で
の
音
響
又
は
せ

ん
光｣

を｢

約
三
秒
間
継
続
す
る
吹
鳴
又
は
投
光｣

に
、｢

短
声｣

を｢

短
音｣

に
、｢

約
一
秒
時
の

音
響
又
は
せ
ん
光｣
を｢
約
一
秒
間
継
続
す
る
吹
鳴
又
は
投
光｣

に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
中｢

一
に｣
を｢

い
ず
れ
か
に｣

に
改
め
、
同
条
第
一
号
中｢

第
七
条
、
第
十
五
条｣

を｢

第
十
五
条｣

に
改
め
、｢
第
四
十
五
条
の
二
ま
で｣

を｢

第
三
十
七
条
ま
で
、
第
三
十
九
条
か
ら

第
四
十
一
条
ま
で
、
第
四
十
五
条
、
第
四
十
五
条
の
二｣

に
改
め
る
。

様
式
第
十
五
号
備
考
２
中｢政

府
間
海
事
協
議
機
関
｣

を｢国
際
海
事
機

関｣

に
改
め
る
。

附

則

(

施
行
期
日)

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
十
二
条
か
ら
第
四
十
四

条
ま
で
、
第
四
十
五
条
の
二
第
一
号
、
第
五
十
三
条
及
び
様
式
第
十
五
号
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則

第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

経
過
措
置)

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
福
島
県
漁
業
調
整
規
則(

以
下｢

改
正
前
の
規
則｣

と
い

う
。)

第
七
条
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
て
い
る
者
は
、
当
該
漁
業
の
許
可
の
有
効
期
間
中
は
、

改
正
後
の
福
島
県
漁
業
調
整
規
則(

以
下｢

改
正
後
の
規
則｣

と
い
う
。)

第
七
条
の
規
定
に
よ
る

許
可
を
受
け
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
日(

以
下｢

施
行
日｣

と
い
う
。)

前
に
さ
れ
た
改
正
前
の
規
則
第
七
条
の

規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
で
あ
っ
て
改
正
後
の
規
則
の
施
行
の
際
許
可
を
す
る
か
ど
う
か
の
処
分
が

さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
許
可
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

改
正
後
の
規
則
第
七
条
第
一
号
の
漁
業
に
係
る
同
条
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
施
行
日

前
に
お
い
て
も
、
改
正
後
の
規
則
第
八
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
そ
の
許
可
の
申
請
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

５

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
改

正
後
の
規
則
第
七
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
そ
の
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
許
可
を
受
け
た
と
き
は
、
施
行
日
に
お
い
て
同
条
の
規
定
に
よ
り
許

可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

６

こ
の
規
則
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
処
分
及
び
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

(

生
産
流
通
領
域
水
産
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
規
則
第
三
十
五
号

福
島
県
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

福
島
県
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則(

平
成
八
年
福
島
県
規
則
第
九

十
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
号
中｢

第
七
条
第
六
号
の
固
定
式
さ
し
網
漁
業｣

を｢

第
七
条
第
二
号
カ
の
固
定
式
さ

し
網
に
よ
り
営
む
漁
業｣

に
改
め
、
同
条
第
四
号
中｢

第
七
条
第
九
号
の
小
型
定
置
漁
業｣

を｢

第
七

条
第
二
号
ケ
の
小
型
定
置
に
よ
り
営
む
漁
業｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

(

生
産
流
通
領
域
水
産
グ
ル
ー
プ)
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